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の筋活動を 3 回通常嚥下時の平均筋活動で除し嚥下能力 (嚥下予備能)を求めることができ
た。嚥下能力は先行研究を基準に、正常、要注意、危険と表示するように設定した (図 4)。 
【まとめ】我々の先行研究を基に、舌骨上筋群の表面筋電を計測し嚥下能力を算出する判
定法を用いた簡易嚥下機能測定器を製作することに成功した。本研究で得られた知見及び




図 1：強い嚥下時と通常時の舌骨上筋群筋電波形  
図 2：タスク実施時の舌骨上筋群筋活動量  
*p<0.01 
図 3：簡易嚥下機能計の外観  
図 4：嚥下機能の判定基準と表示  
